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〔概要〕身近な安全をテーマに真の国際交流（今までとは違うネット上のボードを使っての意見

交換後にフェイストゥーフェイス）をしながら、自分で課題を発見し、主体的に取り組む姿勢

を養うことができる。教育の情報化推進プロジェクト。またこのプロジェクトから受験英語の 
 情報化の方向付けについて考える。 
〔キーワード〕ＶＢ（Virtual Brainstorming）学習意欲・解決能力・深いレベルの国際交流 

社会で必要な能力・受験英語の情報化 

 
Ⅰ はじめに ―問題提起―

 

日米の中学・高校の教室をインターネットを中核

としたＩＴで結び、参加生徒間の議論を通じて、

身近な安全（パーソナル・セイフティー）に対し

て、日米の間で違いを学ぶ。議論を通じて学んだ

日米間の違いを確認するため、相互に相手国を訪

問し、フェイス・ツー・フェイスの交流を行う。

国や個人の安全が世界中で脅かされ、安全に対す

る聖域がなくなりつつある現状とこれに対する

国家間や個人の間での姿勢の違いが誤解を生み、

信頼を前提とした交流を行うことを困難にして

いる。本企画は以上の視点をもとに、ＩＴという

新しいツールを使いながら、新しい時代の交流の

あり方を交流実践を通じて探る。また、近年英語

の授業は、受験を意識すると、どうしても長文読

解や文法・構文の解説になり単方向の授業になり、 

興味・関心の持続が難しい。 

 

Ⅱ．研究の内容 

「安全」という最も基本的な生活環境の違いは、

当然、様々な分野における考え方の相違をもたら

す。つまり、安全・危険は、その土台・土俵、あ

るいは、下部構造といえるもので、この違いが理

解されていなければ、その上にどのような議論や

交流を築いても、本当の理解は生まれないと考え

られる。ＩＴを利用した本プロジェクトの特徴と

しては、ＶＢ（Virtual Brainstorming）の利用

が上げられる。本プロジェクトに参加する生徒た

ちが、「安全という言葉で思い浮かぶこと」とい

う漠然としたテーマと、批判を書かない・書けな

いというルールのもとに、ＶＢ上で、頭に浮かぶ

アイデアを自由に記載していくことからはじめ

て、その後の、議論や企画の深化を、すべて生徒

主体で行う。これは、従来のコーディネータや教

員主導の教育とは異なる手法であり、「自分で課

題を発見し、主体的に取り組む」教育を提唱する

文部科学省のねらいとも一致する。（もちろん、

生徒主体だからといって、議論が円滑に進むよう

にボードをウオッチするというコーディネータ

の仕事を放棄するという意味ではない。） また、

従来、ＩＴを利用した教育実践では、e-mailやＭ

Ｌ（メーリングリスト）、テレビ会議などが多用

されてきているが、本プロジェクトでは、それら

は、副次的な利用となる。あくまで自由な発想の

中から何が生まれてくるか、アメリカの生徒のＶ

Ｂの内容やそこに現れる発想の違いから、日米の

若者の間に、深層にまでさかのぼって、本質的な

差が見られるのか、また、共通するものは何か、

これらを明らかにしながら、交流する。プロジェ

クトの最終段階では、フェイス・ツー・フェイス



の交流を予定しているが、そこでは、安全という

テーマを追求して浮かび上がってきた日米のギ

ャップや異文化の差、誤解・偏見などを明確にす

るマルチメディア作品を共同で作成する。 

 またこの経験を受験英語というものにもあて

はめてみる。たとえば長文にあったテーマをひと

つ選び（サマータイムなど）、導入として英語の

会話文を聞かせてみる。次にこのテーマについて

AGREE と DISAGREE に分かれて ボード（WEB

上の掲示板）に自分の意見を書き込んでいく。（こ

のときインターネットを使い、そのテーマについ

ての理解を深め、また外国との違いがないかも考

えさせる。ノートはワード、辞書は WEB の辞書を

使うことを指定する。）そのテーマにあった長文

の答えも全てボードに示す。ボードの意見を分析

しながら 最後に相手（反対意見側）に納得いく

ように考えをまとめ発表させる。（パワーポイン

ト 1（２）枚で）またそれを英語に訳す。 

（インターネットの翻訳ソフトなどを使うこと

も認める）また担当者に質問・添削依頼などがあ

ればさせる。（メールの利用も認める）また疑問

点は直接 海外の生徒に投げかけ答えてもらう

ようにする。 

 
Ⅲ．教育効果 
 
１ 学習意欲や解決能力を身につけさせる 

 ①英語あるいは他の科目を学ぼうという意欲 

の向上ができる。 

②自分たちで課題発見し、主体的に取り組むこ 

とができる。 

  

２ 深いレベルでの国際交流をさせる 

 ①バーチャルな交流ができる 

 ②意見交換から日米のギャップ･誤解・偏見の 

正しい理解すなわち異文化理解ができる 

 ③フェイス･トゥ・フェイスな交流ができる 

   

３ これからの社会で必要な能力を身につけさ

せる 

 ①IT技術の能力の向上ができる 

プレゼンテーション・ビデオ編集・HPなどのマ

ルチメディア作品作成能力が身につく 

 ②ネットワーク社会で必要な能力の向上がで 

きる 

 ③コミュニケーション能力の向上ができる 

国内・海外とのコミュニケーション、相手を考

えた話し方・内容でのコミュニケーション能力

が身につく 

 ④進学後のレポート作成などに役に立つ 

 
Ⅳ．研究の課題 

 

１ プレゼンテーション能力の育成 

  一連のプロジェクトを通じて特に感じる 

のは、日本の生徒のプレゼンテーション能力が 

やはりまだ平均的に低い（パソコン操作やネッ 

トワーク技術はすでに日本の生徒は海外の生 

徒に遅れをとっていない印象を持つ） 

２ 課題を深める 

  かなり突っ込んだところまで進んでいるが、 

「これからのあり方を考えさせる」というとこ 

ろまではまだできていない。これからどうし 

 ていくかが次の段階であると考えられる。 

３ 機材の導入および技術力の更なる向上 

  ビデオ編集にはやはり高機能のパソコンが 

必要である。また、この種のプロジェクトでは 

簡単なスタジオセットがあればと感じた。また 

ソフトについても今後は、事前研修をさらに徹 

底させることが課題である。 

 ４ 受験の情報化 

 まだまだ 受験英語イコール暗記、個人が 

どれだけ量をこなすかというところに重点を

おき、プレゼンテーションなどは 必要ない

という考え方がまだ見受けられる。 

 

＊１ yoneda  kenzo  :  大阪府私立羽衣学園高校  e-mail  kenzoo@cd5.so-net.ne.jp  
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